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調査概要

（３）企業アンケート

 調査名：「まち・ひと・しごと創生」に関する企業調査
 調査の目的：佐久市内にある事業所における「産業振
興」「雇用創出」「地域の発展」等に関する意識や課題
を把握するために実施した

 調査対象者：佐久市内事業所
 調査方法：郵送調査
 実施期間：平成27年7月17日（金）～8月3日（月）
 発送数：100票
 回収数：62票（うち無効0票）
 有効回収数：62票（有効回収率 62.0％）

（４）高校、大学・専門学校アンケート

 調査名：（高校向け）高校生の進学や地元就職の傾向に
関する調査

（大学・専門学校向け）大学・専門学校生の就職の傾向に
関する調査

 調査の目的：佐久市内の高校生や大学・専門学校生の進
路及び就職の傾向について把握するために実施した

 調査対象者：佐久市内の高校、大学・専門学校
 調査方法：郵送調査
 実施期間：平成27年7月9日（木）～7月23日（木）
 発送数：12票（高校7校、大学2校、専門学校3校）
 回収数：12票（うち無効0票）
 有効回収数：12票（有効回収率 100％）

（１）市民アンケート

 調査名：「まち・ひと・しごと創生」に関する意識調査
 調査の目的：佐久市民の「結婚・出産・子育て」、「仕
事」、「移住・定住」に関する意識や課題を把握するた
めに実施した

 調査対象者：佐久市在住の満16～39歳男女（住民基本台
帳から無作為に抽出）

 調査方法：郵送調査
 実施期間：平成27年6月18日（木）～7月6日（月）
 発送数：1,000票
 回収数：435票（うち無効3票）
 有効回収数：432票（有効回収率 43.2％）

（２）転出者アンケート

 調査名：「まち・ひと・しごと創生」に関する意識調査
転出者アンケート

 調査の目的：佐久市から他市町村へ転出した人たちの
「仕事」、「移住・定住」に関する意識や課題を把握す
るために実施した

 調査対象者： 2年以内に佐久市から転出した満18歳以上
男女（住民基本台帳から無作為に抽出）

 調査方法：郵送調査
 実施期間：平成27年6月18日（木）～7月6日（月）
 発送数：1,000票
 回収数：343票（うち無効1票）
 有効回収数：342票（有効回収率34.2％）

※各調査の集計処理において、小数点第2位を四捨五入しているため、合計の数値が100%にならない場合がある。
※設問によって無回答が存在するため、回答の合計値は必ずしも一致しない。

1



自然動態に関わる調査結果

結婚における現状と課題 ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］

●９割の独身者が結婚したいと思っている

91.1

92.5

89.8

8.9

7.5

10.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全体（N=235）

男性（N=107)

女性（N=128)

いずれ結婚したい（する） 結婚するつもりはない

(％)

1/8

【独身者における将来の結婚意向】
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自然動態に関わる調査結果

結婚における現状と課題 ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］

●交際相手がいない人が68.9％

婚約者がいる

4.4%

結婚を意識した交

際相手がいる

18.2%

結婚を意識していな

い交際相手がいる

7.6%

婚約者も交際相手

もいない

68.9%

その他

0.9%

2/8

男女ともに独身者の9割がいずれ結婚したいと考えているにもかか
わらず、交際相手がいない人が7割近くも存在する。

N=225

【交際相手の有無】
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自然動態に関わる調査結果

結婚における現状と課題 ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］

3/8

43.5 

21.7 

30.4 

4.3 

2.2 

13.0 

17.4 

13.0 

8.7 

17.9

15.4

64.1

17.9

0.0

25.6

25.6

25.6

5.1

0.0

12.5

62.5

12.5

8.3

12.5

29.2

16.7

12.5

0.0

9.1

59.1

27.3

4.5

27.3

36.4

9.1

13.6

0.0

10.5

73.7

10.5

0.0

15.8

15.8

26.3

15.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

まだ若いから

必要性を感じないから

出会いがないから

仕事が忙しいから

仕事に打ち込みたいから

趣味や好きなことに打ち込みたいから

ひとりの方が気楽で自由だから

異性とのつきあいが苦手だから

その他

19歳以下（N=46）

20～24歳（N=39）

25～29歳（N=24）

30～34歳（N=22）

35～40歳（N=19）

(％)

●交際相手がいない理由は「出会いがない」

交際相手がいない理由
を年齢別にみたところ、
特に20代以降になると
「出会いのなさ」をあ
げる人が多い。

【交際相手がいない理由】

4



自然動態に関わる調査結果

結婚における現状と課題 ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］

4/8

●約76％の市民が自治体による結婚支援が必要と考えている

結婚は個人的な問

題なので、自治体が

関与すべきでない

16.0%

個人的な問題だ

が、ある程度自治

体が支援すべき

49.4%

少子化に関係するため、

社会の問題として自治体

が支援すべき

26.8%

その他

7.8%

自治体が結婚を支援すべき支援を望む声は約76％
と高い。
具体的な支援策として「夫婦がともに働き続けら
れるような職場環境の充実」「安定した雇用機会
の提供」などが多くの人に望まれている。
結婚生活の基盤となる経済の安定につながる共働
きの支援や雇用面での支援が必要とされていると
ともに、出会いの場を提供するといった支援も必
要とされている。

【自治体による婚活支援についての考え方】

63.8 

57.8 

48.5 

48.0 

44.5 

31.9 

7.5 

5.8 

2.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

夫婦がともに働き続けられるような職場環

境の充実

安定した雇用機会を提供すること

出会いの場や機会を提供すること

安定した家計を営めるよう賃金など待遇面

の支援をすること

結婚や住宅に対する資金貸与や補助を行

うこと

結婚した方が有利となるような税制を行う

こと

若者に結婚を推奨する啓発活動を行うこと

特にない

その他

(％)

N=399

【あると良い自治体の婚活支援策】（複数回答）

※割合は回答者数ベース
N=398
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自然動態に関わる調査結果

結婚における現状と課題 ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］

5/8

●理想の子ども数の平均は2.44人

2.44 

2.22 

2.43 

2.72 

3.42 

3.80 

1.82

1.46

2.00

2.20

3.06

4.25

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

全体

0人

1人

2人

3人

4人

理想の子ども数の平均

予定している子ども数の平均

現
在
の
子
ど
も
の
数

理想の子ども数は平均2.44人で、予定数より0.62人理想の方が多い。
現在の子どもの数別にみると、現在の子ども数が多いほど、予定数、理想数ともに
多くなる。
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84.6

59.0

26.9

20.5

14.1

14.1

15.4

11.5

3.8

9.0

9.0

7.7

2.6

6.4

3.8

81.1

57.5

44.3

26.4

23.6

17.9

14.2

17.0

18.9

13.2

5.7

3.8

2.8

7.5

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

経済的な不安

子育てと仕事の両立

体力的・年齢的な不安

自分の時間がとれない

病院や産科医など医療体制についての不安

精神的な不安

子育てに十分な住宅の広さが持てないこと

子どもの預け先が十分にない

仕事をやめなければならないこと

配偶者が家事や育児に参加してくれるか不安

子育てを手助けしてくれる身近な人がいない

子どもの泣き声や走り回る音などへの苦情

相談相手がいない

その他

特にない

男性(N=78）

女性(N=106）

(％)

●理想の子ども数を持てない理由のトップは経済的な不安。
女性には体力的・年齢的不安、医療体制、仕事も大きな壁

自然動態に関わる調査結果

結婚における現状と課題 ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］

6/8

理想の子ども数を持てない
理由として「経済的な不
安」と「子育てと仕事の両
立」が多くの人にあげられ
ている。
女性にとっては、体力的不
安や医療体制への不安、仕
事をやめなければならない
ことも大きな理由となって
いる。

【理想の子ども数を持てない理由（複数回答）】 ※予定と理想数が違う人のみ
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●理想の子ども数を持てるようになるために必要とされているのは
経済的支援と雇用環境の改善

自然動態に関わる調査結果

結婚における現状と課題 ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］

7/8

69.5

60.9

21.9

18.0

21.9

4.7

18.8

12.5

12.5

6.3

9.4

6.3

3.1

69.1

42.8

33.6

24.3

23.0

23.0

20.4

11.2

8.6

7.9

6.6

2.6

3.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子育てや教育に対する経済的な支援

賃金待遇の向上など、雇用環境の改善

職場の育休や短時間勤務等、柔軟な就

労制度の充実

産科・産科医など医療体制の充実

延長保育や病児・病後児保育など託児

環境の充実

男性の育児・家事への参加意識の醸成

職場の子育てに対する理解

社会全体でのワーク・ライフ・バランスに

関する意識の浸透

子育てしやすい住宅の整備

子育ての負担や大変さに関する市民の

理解促進

地域全体で子どもを育てる意識の醸成

子育てなどの悩みについて気軽に相談

できる窓口の充実

その他

男性(N=128）

女性(N=152）

(％)

ギャップを埋めるための経
済支援や雇用環境支援、ま
た、女性への支援として柔
軟な就労制度や男性の育
児・家事参加を促す取り組
みが必要という回答が多い。

【理想の子ども数を持つために必要な取り組みや社会変化】
（3つまでの複数回答）
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自然動態に関わる調査結果

結婚における現状と課題 ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］

8/8

●子どもを生み育てやすい社会とは思わない人が７割

そう思う

1.9%

まあそう思う

25.1%

あまりそう思わない

56.9%

そう思わない

16.0%

【現在の社会は子どもを生み育てやすい社会か】

N=362
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社会動態に関わる調査結果

転出の現状とＵターン促進における課題 ～転出者アンケート［調査対象：2年以内に佐久市から転出した満18歳以上男女］

1/7

●主な転出理由は転勤・配属、就職・転職、進学

N=362

【転出した理由・キッカケ】

10

進学

11.3％

就職・転職

20.6％

転勤・配属

27.5％

結婚

14.3％
配偶者の就

職・転職

2.7％

配偶者の転

勤・配属

4.8％

住宅の都合（持

ち家の購入等）

3.6％

家族の事情（親との

同居・介護等）

5.1％

移住（住みたい

地域を探した）

3.6％

その他

6.6％



社会動態に関わる調査結果

転出の現状とＵターン促進における課題 ～転出者アンケート［調査対象：2年以内に佐久市から転出した満18歳以上男女］

1/7

39.5 

49.3 

32.6 

47.9 

47.4

37.7

51.1

39.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

進学（N=38）

就職・転職（N=69)

転勤・配属（N=92)

結婚（N=48)

とても愛着を感じる 愛着を感じる

(％)

●転出者は総じて佐久市への愛着度が高い

【佐久市への愛着度】
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社会動態に関わる調査結果

転出の現状とＵターン促進における課題 ～転出者アンケート［調査対象：2年以内に佐久市から転出した満18歳以上男女］

2/7

●進学で転出した学生のＵターン意向は強い

佐久市内

20.8％

佐久市近郊

12.5％

その他の

長野県内

12.5％

首都圏

25.0％

まだわからない

29.2％

●地元への就職希望は３割強

進学により転出した学生

16.8 

29.1 

27.4 

26.8 

37.5

37.5

8.3

16.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

いずれ戻るつもり

戻る可能性はある

戻る可能性はない

わからない
全体（N=340）

学生（N=24）

(％)

【希望する就職場所】

N=24

進学により佐久市から転出した学生のＵターン意向は決して低くなく、
地元（佐久市＋佐久市近郊）への就職希望者は33.3％で、3人に1人の
割合である。

【Uターンの可能性】
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社会動態に関わる調査結果

転出の現状とＵターン促進における課題 ～転出者アンケート［調査対象：2年以内に佐久市から転出した満18歳以上男女］

3/7

進学により転出した学生

●仕事を選ぶ際は面白さ・やりがい、給与、企業の安定性・将来性を重視

66.7 

70.8 

41.7 

79.2 

37.5 

41.7 

12.5 

25.0 

33.3 

26.1

17.4

13.0

13.0

13.0

8.7

4.3

4.3

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

企業の安定性・将来性

給与

就業時間・福利厚生など待遇面

仕事の面白さややりがい

自分のスキル、経験を生かせること

社会に貢献できること

自分のキャリアアップにつながること

子育てに理解がある環境

勤務地

重視すること

（複数回答）

（N=24)

最も重視すること

（N=23）

(％)

学生が仕事を選ぶ際に
重視する仕事の面白さ
や、給与といった待遇
面、安定性・将来性を
備えた地元企業を増や
し、Ｕターンを促して
いく必要がある。

【仕事を選ぶうえで重視すること】

13



就職・転職により転出した人

社会動態に関わる調査結果

転出の現状とＵターン促進における課題 ～転出者アンケート［調査対象：2年以内に佐久市から転出した満18歳以上男女］

4/7

佐久市で仕事を

探したが見つから

なかった

18.8％

場所にこだわらず

仕事を探した結

果、市外になった

47.8％

佐久市以外でやり

たい仕事があった

20.3％

佐久市を出

たかった

2.9％

その他

10.1％

●場所にこだわらず仕事で市外を選択

佐久市にやりたい仕事や給与面で満足できる仕事を見つけられれば、就職・転職で転出した人の
うち、「佐久市で仕事を探したが見つからなかった」「佐久市以外でやりたい仕事があった」と
回答した約4割が市内で就職できた可能性もある。

【佐久市以外への就職・転職の経緯】

N=69
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社会動態に関わる調査結果

転出の現状とＵターン促進における課題 ～転出者アンケート［調査対象：2年以内に佐久市から転出した満18歳以上男女］

5/7

50.7 

50.7 

66.7 

42.0 

42.0 

21.7 

33.3 

31.9 

15.9 

2.9 

23.5

19.1

17.6

13.2

11.8

5.9

4.4

2.9

0.0

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

仕事の面白さややりがい

就業時間・福利厚生など待遇面

給与

自分のスキル、経験を生かせること

企業の安定性・将来性

自分のキャリアアップにつながること

社会に貢献できること

勤務地

子育てに理解がある環境

その他

重視すること

（複数回答）

（N=69)

最も重視すること

（N=68）

(％)

●やりがい、待遇、給与で仕事を選ぶ

就職・転職により転出した人

【仕事を選ぶうえで重視すること】

学生が仕事を選ぶ際に
重視することと同様、
仕事の面白さややりが
い、給与を重視する人
が多い。こうした点を
改善できれば、就職・
転職による転出を抑え
られる可能性がある。
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社会動態に関わる調査結果 6/7

在住学生の地元就職の現状と課題 ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］/
高校、大学・専門学校アンケート【調査対象：佐久市内にある高校・大学・専門学校】

●在住学生の約37％が地元就職を希望

2

0

1

3

4

2

1

0

0

2

1

2

0

0

0 1 2 3 4 5

都市部など他地域に住みたい若者が多い

給与や待遇面で都市部の企業が選ばれる

地元に学生のスキル・資格にあった企業が

ない

地元企業の求人情報が十分入手できない

地元企業の新卒採用が少ない

その他

特に課題はない

高校

大学・専門学校

（校）

● 地元企業の新卒採用が少ないことが課題

佐久市で働きたい

31.4%

佐久市近郊で

働きたい

5.8%

長野県内で

働きたい

18.6%

長野県外で

働きたい

16.3%

働く地域には

こだわらない

27.9%

【将来の佐久市での就業意向】
※佐久市内在住学生

【若者の就職における課題】 ※佐久市内の高校、大学・専門学校

佐久市在住している高校生や大学生のうち、地元
（佐久市＋佐久市近郊）への就職希望者は約37％。
しかし、市内の学校を対象としたアンケートでは、
若者の就職に関する課題として「地元企業の新卒採
用が少ない」という意見が最も多くあげられている。

N=86
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社会動態に関わる調査結果 7/7

在住学生の地元就職の現状と課題 ～高校、大学・専門学校アンケート【調査対象：佐久市内にある高校・大学・専門学校】

3

3

1

4

1

3

3

2

1

0

0 1 2 3 4 5

地元の企業の事業や業務の内容を広く伝える

取組

学校と地元企業とのつながりのコーディネート

地元企業のニーズに対応する教育プログラムを

学校で実施する場合の支援

企業への地元生徒の採用の呼びかけ

その他

高校

大学・専門学校

（校）

●企業に対して、地元生徒・学生への採用を呼びかけることが求められている

必要な行政の取り組みとして、「企業への採用への呼びかけ」が特に高校で多くあげ
られている。

【地元就職を進めるために必要な行政の取組】
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選ばれるまちづくりに関わる調査結果

佐久市のまちとしての強みと弱み ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］

1/4

280 

151 

128 

55 

47 

47 

40 

36 

36 

29 

28 

20 

7 

4 

11 

26 

0 50 100 150 200 250 300

自然環境に恵まれている

治安が良く、安全・安心に生活できる

買い物など生活環境が便利である

交通の便が良い

保健・医療サービスが充実している

通勤・通学が便利である

ご近所同士、町内会等、地域のつながりがある

公園、生涯学習施設等、公共施設が整っている

まちのイメージが良い

住宅の広さや家賃、土地の価格等、住宅事情が良い

水道や道路等、インフラ基盤が整っている

子育て支援サービスの充実等、子育て環境が整備されている

教育環境が整っている

文化・スポーツ施設が豊富

その他

特にない

(人)

●市民に評価されている佐久市の良さは、自然環境、治安、生活環境の便利さ

【佐久市の暮らしやすい点】（3つまでの複数回答）

回答者数 N=407
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選ばれるまちづくりに関わる調査結果

佐久市のまちとしての強みと弱み ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］

2/4

106 

91 

85 

74 

67 

61 

59 

48 

42 

31 

27 

26 

10 

4 

29 

62 

0 20 40 60 80 100 120

交通の便が悪い

文化・スポーツ施設が不十分

通勤・通学が不便である

子育て支援サービスの充実等、子育て環境が不十分

買い物など生活環境が不便である

ご近所同士、町内会等、地域のつきあいが面倒

公園、生涯学習施設等、公共施設が不十分

保健・医療サービスが不十分

自然環境の厳しさがある

住宅の広さや家賃、土地の価格等、住宅事情が悪い

教育環境が不十分

水道や道路等、インフラ基盤が不十分

治安が悪く、安全・安心に生活できない

まちのイメージが悪い

その他

特にない

(人)

●佐久市の弱みは、交通の便の悪さ、文化・スポーツ施設の不十分さ

回答者数 N=398

【佐久市の暮らしにくい点】（3つまでの複数回答）
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選ばれるまちづくりに関わる調査結果

佐久市のまちとしての強みと弱み ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］

3/4

●定住意向が５割。１割は移住意向がある

今後もずっと

住み続けたい

48.7%就学・就職等で市外

に住むと思うが、いず

れは戻ってきたい

12.3% 佐久市以外に

移住したい

10.8%

わからない

28.2%

●愛着を感じる市民は7割

とても愛着を

感じる

10.8%

愛着を感じる

61.2%

あまり愛着を

感じない

11.0%

愛着を感じない

3.8%

わからない

13.2%

在住市民の愛着度は高く、また５割が定住意向を持っている。

【佐久市への愛着度】 【今後の定住・移住意向】

N=417 N=415

20



選ばれるまちづくりに関わる調査結果

佐久市のまちとしての強みと弱み ～市民アンケート［調査対象：佐久市在住16～39歳の男女］

4/4

●住む場所を選ぶポイントは治安、生活環境の便利さ、自然環境

【住む場所を選ぶ際に重視すること】

50.6

45.1

23.9

36.5

31.7

18.4 23.9

22.0

8.8
8.1

8.8 8.6 7.9 8.8

3.8
1.4

30.4

11.6 11.4 11.1 7.7 5.8 5.8 5.0

2.1

1.6 1.3 1.3 1.3 0.8
2.6

2.5 

16.8 

18.6 10.6 

21.4 

7.8 

26.6 

12.1 

1.0 

15.3 
14.8 

6.5 

22.9 

6.8 7.3 

15.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

住む場所を決める際の重視点（複数回答）（N=419)

住む場所を決める際の最重視点（N=378)

佐久市の暮らしにくい点（複数回答）（N=398）

(％)

佐久市の良さとして市民に認められている自然環境や治安の良さ、生活環境の便利さは、住む場所を選ぶ際の
重視ポイントでも上位にあげられており、これらの資源を守り、より価値を高めていくことで選ばれるまちと
なれる可能性がある。一方、佐久市の暮らしにくい点としてあげられている「交通の便」や「通勤・通学の便
利さ」を改善することで、定住を促せる可能性がある。
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選ばれるしごとづくりに関わる調査結果

佐久市内事業所の雇用の現状と課題 ～企業アンケート［調査対象：佐久市内にある事業所］

1/6

●売上は増加傾向が４割、賃金を引き上げた事業所は過半数

かなり増加傾向

6.6％

やや増加傾向

31.1％

横ばい

36.1％

やや減少傾向

21.3％

かなり減少傾向

4.9％

増加見込み

17.2％

横ばい

41.4％

減少見込み

25.9％

わからない

15.5％

引き上げ

55.7％

据え置き

41.0％

引き下げ

3.3％

【直近３年間の売上動向】 【今後の売上見込】 【過去１年間の賃金動向】

N=61 N=58 N=62
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選ばれるしごとづくりに関わる調査結果

佐久市内事業所の雇用の現状と課題 ～企業アンケート［調査対象：佐久市内にある事業所］

2/6

87.5%

66.7%

33.3%

29.2%

29.2%

37.5%

29.2%

16.7%

0.0%

82.4%

52.9%

41.2%

35.3%

32.4%

20.6%

17.6%

17.6%

8.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

やる気のある者

周囲と協調性がある者

同種の業務の経験がある者

判断力のある者

特定の業務について高いスキルを持っている者

自社の文化になじみそうな者

学歴があり、基礎学力が高い者

リーダーシップがある者

その他

製造業（N=24)

非製造業（N=34)

●「やる気」「協調性」が業種を問わず重視されている

【求める人材】
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選ばれるしごとづくりに関わる調査結果

佐久市内事業所の雇用の現状と課題 ～企業アンケート［調査対象：佐久市内にある事業所］

3/6

●ワーク・ライフ・バランスの取り組みは製造業と非製造業では異なる

50.0%

18.2%

13.6%

18.2%

18.2%

27.3%

9.1%

18.2%

38.2%

32.4%

26.5%

20.6%

14.7%

5.9%

8.8%

11.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

定時退社の呼びかけ

長時間労働の課題について労使での話し合い

非正規社員や外部人材の活用

ノー残業デーの設定

正社員の増員

業務の外部委託化

残業禁止時刻の設定（〇時以降の残業禁止など）

その他

製造業（N=22)

非製造業（N=34)

【長時間労働是正の取り組み】
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選ばれるしごとづくりに関わる調査結果

佐久市内事業所の雇用の現状と課題 ～企業アンケート［調査対象：佐久市内にある事業所］

4/6

●仕事と子育ての両立支援として、短時間勤務を実施している事業所が多い

72.2%

22.2%

61.1%

11.1%

0.0%

16.7%

25.0%

62.5%

50.0%

12.5%

4.2%

4.2%

4.2%

33.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

短時間勤務

業務時間の柔軟化

残業の免除

在宅勤務

託児施設の設置

その他

特に実施していない
製造業（N=24)

非製造業（N=36)

【仕事と子育ての両立への取り組み】
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選ばれるしごとづくりに関わる調査結果

佐久市内事業所の雇用の現状と課題 ～企業アンケート［調査対象：佐久市内にある事業所］

5/6

●製造業の５割、非製造業の４割が人材獲得に課題を抱えている

【求める人材の獲得状況】

4.2 45.8 

59.4 

50.0 

37.5 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

製造業

（N=24)

非製造業

（N=32)

十分獲得できている おおむね獲得できている

あまり獲得できていない まったく獲得できていない
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選ばれるしごとづくりに関わる調査結果

佐久市内事業所の雇用の現状と課題 ～企業アンケート［調査対象：佐久市内にある事業所］

6/6

●製造業では適性判断のしにくさ、非製造業では業界への若者の関心の薄さが課題

31.8%

40.9%

22.7%

27.3%

9.1%

13.6%

9.1%

18.2%

58.1%

38.7%

35.5%

9.7%

19.4%

9.7%

3.2%

3.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

業界に対する若者の関心が薄く、募集を出しても

応募が少ない

会社が求める資格や実務経験、能力等の要件を

満たす人材がみつからない

給与や福利厚生など待遇面で都市部の企業に勝

てず人材が集まらない

仕事に対する適性が判断できないため、即正社

員として採用しにくい

採用した社員がなかなか定着しない

高校・大学等の動きが分からず、新卒採用がうま

くいかない

教育にコストをかけられないため、若者を採用でき

ない

その他

製造業（N=22)

非製造業（N=31)

【正社員獲得の課題】
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